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研究の目的、PRポイント
毎月第 2 金曜日に委員会を開催し、ご利用者に満足
して頂ける入浴について話し合いを行う。また、い
かに入浴を安心、安全に介助していくか検討を行っ
ている。

取り組んだ課題
1.	 季節に合わせた温泉を決定し入浴を実施。予定表

を作成し番街毎にポスターを作成、入浴剤・CD の
準備等は委員で行った。ポスターは事前に各番街
に提示しご利用者、職員へ周知した。

2.	 入浴誘導表の大幅な変更を行い、5 月度より変更
した誘導表で実施した。

3.	 事故防止ポスターを浴室へ掲示した。
4.	 FJ 浴用に枕を新規購入した。
5.	 浴室の暖簾を新調した。

具体的な取り組み
1.	 2023 年度の温泉
	 4 月塩原温泉、5 月菖蒲湯、6 月水上温泉、7 月奥

更科温泉、8 月水上温泉、9 月塩原温泉、10 月和
山温泉、11 月箱根温泉、12 月ゆず湯

2.	 同じ番街のご利用者が入浴できるよう、入浴者の
変更、順番、浴室について昨年度から協議検討を
行い、5 月以降より新誘導表で実施した。

3.	 浴室にご利用者を一人にしてしまう事故が続いた
ため、浴室に事故防止ポスタ - を掲示し、職員へ
周知した。

4.	 FJ 用の枕はビーズクッションを使用していたが、
安定せず浴槽での姿勢保持が難しかったため、バ
スピローを新規購入した。

5.	 浴室前の、のれんに汚れが目立っていたので、施
設長へ相談させて頂き 12 年ぶりに新調しました。

活動の成果と評価
1.	 湯めぐり温泉のポスターや CD 作成は、各温泉ら

しさを感じて頂けたと思う。ご利用者には変わり
湯を肌で感じて頂き香り色合いも楽しんで頂いた。
特に、ゆず湯では、事前に爪楊枝でゆずに穴をあ
け香りを高めてから湯船に入れた。「良いにおい」

「いつもこのお風呂入りたい」「温まる」「肌がつる
つる」と感想を頂き、香りと共に形、触感、効果
を楽しんでリラックスして頂けたと思う。

2.	 同じ番街のご利用者を誘導することによって、移
動時間が短縮し、感染症対策等で中止になっても
調整が行いやすかった。

3.	 浴室入り口に事故防止ポスターを掲示することに
よって、職員の意識付けに効果的だった。掲示以降、
入浴、浴室での事故は無くなった。

4.	 バスピロー使用後は、どんな姿勢にもフィットし、
気持ち良さそうに眼を瞑って入浴されているご利
用者が多くみられている。また、自立機能があり、
水切りよく、カビの心配いらずで、ビーズクッショ
ンから変更して「良かった」と職員から声を頂い
ている。今後は一般浴リフト浴にも使用の検討を
考えている。

5.	 12 年間使用し、色が薄れてしまったり、汚れや穴
があったりしていたため、先月新調しました。緑、
青、オレンジと鮮やかな番街チームカラーで揃え、
心機一転、綺麗なのれんで、ご利用者をお迎えし
ている。

今後の課題
湯めぐり温泉は次年度も引き続き実施し、温泉気分
を楽しんで頂き、「入りたい」と思っていただけるよ
うに快適な時間を提供していきたい。また、入浴の
人数や調整、物品を今後も検討し、楽しみにして頂
けるようケアの質の向上を図り、「気持ちいい」「今
度いつ」の言葉をもらえる様努めていきたい。
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

平成 23 年 4 月開設、本入居 160 床ショートステイ 20 床のユニット型特養です。
開設当初より≪リスペクトケア≫を合言葉に、最期まで「その人がその人らしく」過ごして
頂ける様、寄り添ったケアに取り組んでいます。




